
地
謡 小

鼓
大
鼓

腰

祈

鷺隅
田
川

當
山
　
孝
道

小
倉
　
敏
克

善
竹
大
二
郎

灘
返
・
見
留

東
川
　
光
夫

大
友
　
　
順

金
森
　
秀
祥

間〃

道
成
寺

辰
巳
大
二
郎

村
雨

佐
野
　
　
登

宝
生
能
楽
堂
　
開
場
四
十
周
年
記
念

國
川
　
　
純

武
田
　
孝
史

宝
生
　
和
英

 
 
 
 
 
 
 
開
演
 

十
一
時

小
倉
健
太
郎

藪
　
　
克
徳

登
坂
　
武
雄

金
森
　
隆
晋

佐
野
　
玄
宜

内
藤
　
飛
能

間

亀
井
　
雄
二

笛

寺
井
　
義
明

當
山
　
孝
道

髙
橋
　
　
章

和
久
荘
太
郎

佐
野
　
由
於

後
見

12:50 12:15

 
 
 
 
 
 
 
開
場
 

十
時

高
井
　
松
男

松

風

安
福
　
光
雄

髙
橋
　
憲
正

鵜
澤
洋
太
郎

善
竹
　
十
郎

於
　
　

宝
 

生
　

能
　

楽
　

堂

一
噌
　
庸
二

笛

水
上
　
　
優

東
川
　
尚
史曽

和
　
正
博

小
鼓

ワ
キ 〈

　
休
　
憩
　
十
　
五
　
分
　
〉

野
月
　
　
聡

地
謡

立

衆

立

衆

金
森
　
良
充

三
島
元
太
郎

五

郎

丸

當
山
　
淳
司

辰
巳
大
二
郎

大
藏
彌
右
衛
門

11:00

夜

討
曽

我
大
藤
内

五
郎
十
郎

団
三
郎

藤
井
　
雅
之

朝
倉
　
俊
樹

鬼
王

古
屋

辰
巳
満
次
郎

山
内
　
祟
生

後
見

11:10

終

演

予

定

　
十

四

時

五

十

分

頃

 文化庁文化芸術振興費補助金
 (舞台芸術創造活動活性化事業)
 独立行政法人日本芸術文化振興会

三
月
二
十
二
日

(

日

)

十
二
時
始

大
藏
彌
太
郎

次
回
予
告

　
　
　

春
の
別
会
能

　
　
　
　

演
　
目
　
の
　
解
　
説

　 
 

能
「

夜

討

曽

我
」
（

よ

う

ち

そ

が
）

曽
我
十
郎
、

五
郎
兄
弟
は
頼
朝
が
招
集
し
た

富
士
の
巻
狩
に
、

父
の
仇
工
藤
祐
経
を
討
つ

た
め
参
加
し
ま
す
。

五
郎
の
提
案
で
夜
討
に

か
け
る
こ
と
を
決
め
た
二
人
で
し
た
が
、

故

郷
を
出
る
と
き
母
に
何
も
言
わ
ず
に
来
た
こ

と
を
思
い
出
し
、

従
者
の
団
三
郎
と
鬼
王
に

形
見
を
持
た
せ
て
故
郷
に
返
そ
う
と
し
ま
す

が
、

兄
弟
に
殉
じ
よ
う
と
思
う
二
人
は
納
得

せ
ず
、

自
害
し
よ
う
と
ま
で
し
ま
す
。

そ
れ

を
五
郎
が
押
し
と
ど
め
、

遂
に
説
得
さ
れ
た

従
者
は
故
郷
へ
帰
り
、

後
を
見
送
っ

た
兄
弟

は
そ
の
夜
夜
討
ち
を
掛
け
つ
い
に
仇
を
討
ち

ま
す
が
、

十
郎
は
討
た
れ
、

五
郎
も
格
闘
の

末
、

生
け
捕
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
　

狂
言
「

腰
祈
」
（

こ
し
い
の
り
）

永
年
の
修
行
を
済
ま
せ
帰
郷
す
る
山
伏
は
、

久
々
に
祖
父

(

お
お
じ

)

の
も
と
を
訪
れ
ま

す
。

祖
父
は
、

立
派
に
な
っ

た
山
伏
の
姿
に

喜
び
ま
す
。

久
し
ぶ
り
に
再
開
し
た
も
の
の

す
っ

か
り
腰
が
曲
が
っ

て
し
ま
っ

た
祖
父
を

見
て
山
伏
は
、

修
行
の
成
果
に
と
祖
父
の
腰

を
元
に
戻
そ
う
と
祈
り
は
じ
め
ま
す
が
…

 
　

能
「

鞍
馬
天
狗
」
（

く
ら
ま
て
ん

ぐ
）

鞍
馬
寺
に
花
見
に
赴
い
た
山
伏
は
、

同
じ
く

花
見
に
訪
れ
た
稚
児
達
と
牛
若
と
東
谷
の
僧

の
一
行
に
出
会
い
ま
す
。

宴
に
乱
入
し
た
山

伏
を
嫌
っ

て
僧
達
と
稚
児
は
帰
り
ま
す
が
、

牛
若
は
留
ま
り
山
伏
と
言
葉
を
交
わ
し
ま

す
。

山
伏
は
自
分
が
大
天
狗
で
あ
る
こ
と
を

明
か
し
、

源
氏
の
世
を
再
興
す
る
た
め
牛
若

に
力
を
貸
そ
う
と
約
束
し
て
去
っ

て
行
き
ま

す
。

牛
若
が
支
度
を
し
て
待
っ

て
い
る
と
、

大
天
狗
が
現
れ
、

張
良
が
黄
石
公
か
ら
兵
法

を
授
か
っ

た
故
事
を
か
た
り
、

平
家
討
伐
の

戦
場
で
必
ず
力
添
え
を
す
る
こ
と
を
約
束
し

て
去
り
ま
す
。

宝
生
会
　
秋
の
別
会
能
第
一
部

大
藏
吉
次
郎

大
藏
　
基
誠

シ
テ

大
鼓

山

姥

一
調

金
井
　
雄
資

令
和
元
年
十
月
二
十
七
日
（

日
）

大
坪
喜
美
雄

田
崎
　
隆
三

太
鼓


